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⽴春の候
１⽉２４⽇に沖縄で３９年ぶりに雪が観測されました。本部（もとぶ）や今帰仁（なきじん）あたりの⼭間の様
ですが、那覇市内も⾵が強く凍える⼀⽇でした。沖縄は、冬でも暖かいように思われますが１⽉後半から２⽉は
⾵が強く体感はとっても寒いです。流⽯に雪国のような出で⽴ちはしませんが、⾵よけにダウンでも丁度良いぐ
らいですよ。消費税軽減税率の⼤枠が発表されています。解釈はわかりづらいグレーゾーンがありますが、来年
の４⽉に向けてレジやシステム変更が必要になります。改修⽀援予算も計上されていますのでよく検討して準備
していきましょう！

駒込に本店がある江⼾前蕎⻨の名店です。
⼗割蕎⻨と⼆⼋蕎⻨、のど越しと⾹り豊かな蕎⻨
を打ってます。酒あても美味しく⾞エビの天ぷら、
⾃家製さつま揚げ、夏場には⽩⽠の浅漬けが
お酒を進めます。
その中で拘りの逸品。『焼き海苔』。
⾵味とぱりぱり感を残すため、炭がおきている茶箱
で提供してくれます。
会社帰りに⼀⼈でも仲間とも気軽に⽴ち寄れる粋なお店です。

拘りの逸品 藤本 ⾼司

★その2 焼き海苔

総本家 ⼩松庵 丸の内オアゾ店
住所：東京都千代⽥区丸の内1-6-4 オアゾ ショップ＆レストラン 5F
TEL：03-3215-5181 http://www.komatuan.com/

リテールテックJAPAN 2016出展いたします！
外⾷、⼩売、流通業様向けの
全国24時間365⽇マルチベンダーサポートサービスをご提案いたします！

⽇ 時 ： 2016年3⽉8⽇(⽕)〜11⽇(⾦)
会 場 ： 東京ビッグサイト（弊社ブース：東2ホール RT1511）

フレッシュＮＥＷＳ 担当：菊池、伊藤

メーカーを隔てなく、24時間365⽇ワンストップで
運⽤サポートから、保守管理まで安⼼してお使いいた
だける⼀貫したサービスです。
50年以上保守サービスを⾏ってまいりました、フジモト
が⾃信を持って提供いたします。
是⾮⼀度お運びくださいませ。
無料チケットを配布しておりますので、フジモト株式会
社(TEL:03-5378-6830)、担当：菊池・伊藤まで
お気軽にご連絡ください。

⾚ 俊哉特別寄稿

「ＩＴ」と「情報システム」

はじめまして ⾚俊哉（せきとしや）と申します。
私はSI会社のプログラマー、SEを経て、ユーザー企業（サービス業）の情報

システム部⾨、ユーザー部⾨を経験しました。SI会社とユーザー企業の両⽅を
経験した⼈間の視点でIT、情報システムについて書いていきたいと考えています。
著作としては 「システム設計のセオリー --ユーザー要求を正しく実装へつなぐ」
（http://www.amazon.co.jp/dp/4865940057)があります。
宜しくお願い致します。
「この、ひろい世の中は赤の色や、緑の色や黄の色や、さまざまな、数え切れな
い色合いによって、成り立っているのじゃ」

これは、池波正太郎⽒の「⿊⽩」という⼩説の⼀節です。いきなりITとは全く
関係がなさそうな⾔葉の紹介から⼊りましたが、私は、この⾔葉は私達が⽣きて
いる世界、社会をうまく表していると思っています。
元々、私達は、曖昧なもの、⽩と⿊の間に無数の⾊がある世界の中で⽣きて

います。私達が⽇々仕事をしているビジネスの現場も同様です。
そして、その⾊合いは無数の違う⾊に⽇々変わってゆきます。私達は限りなく

「アナログ」な世界に⽣きているのです。反対にITの基盤となるコンピューターは0
と1の判別により全ての処理を⾏います。⾔い換えると0と1しか理解できません。
完璧なまでの「デジタル」な世界です。
ITの使⽤を前提とした「情報システム」は、私達が⽣きているこの世界の曖昧な

無数の⾊合いを0と1の世界に落とし込んでいくことにより、企業組織の利益に
貢献するものです。
と偉そうに書きましたが、実現するのは結構⼤変です。

よくあるIT投資の失敗例の殆どが上記を実現できなかったことによるものです。

では、ここで述べた「IT」と「情報システム」とはどのようなものでしょうか。
「情報システム＝IT」ではありません。両者は別のものなのです。ITは「情報技
術」と訳されます。情報を扱うテクノロジー全般を指しています。情報⼯学、コン
ピュータサイエンス、企業やインターネットのハード／ソフトを含む技術の総称であ
り、世の中に「電⼦化」をもたらします。情報システムの⽅は、ITと同じく情報を
司りますが、技術ではなく「仕組み」を指し、電⼦化ではなく「情報化」を組織に
もたらします。

ITのない遙か昔にも情報システムは存在していました。
例えば、江⼾時代の呉服屋や酒屋が使っていた⼤福帳、ルネサンス期のイタ

リアで確⽴したと⾔われる複式簿記などがそうです。複式簿記は⼈類の偉⼤な
発明といってよい⽴派な情報システムです。
コンピュータの起源については、17世紀あるいは約100年前など諸説あります

が、今⽇のようなITが普及したのは、ここ数⼗年です。電⼦化に先⽴って、情
報化されている必要があるということでしょう。
ITは情報システムを⽀援する「ツール」にすぎません。しかし、とても強⼒なツー

ルです。積極的に使わない⼿はありません。
私達は、その強⼒なツールを最⼤限活⽤することにより情報システムを、いか

に⾃分達が所属している企業組織の利益に貢献できるようにするか、を考えて
いく必要があるのです。


